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第１章 科学技術イノベーション⽴国を⽬指して
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今後の科学技術イノベーション政策の⽅向性
•科学技術イノベーション ＝ 明るい未来に向けたブレークスルーの役割を
担うʻ頼みの綱ʼ＋ʻ⽣命線ʼ

•国家戦略として取り組むべき「先⾏」かつ「先攻」投資が必要。
•国全体で「世界で最もイノベーションに適した国」の実現に向け取り組み、
我が国を「世界のイノベーション発信拠点」へ。

科学技術イノベーションの３つの役割
経済再⽣を確実にする

原動⼒
⼒強い成⻑軌道に復帰し、成⻑

⼒の底上げと好循環を図り、経済再
⽣を確実にしていく。

科学技術イノベーションはその中核
となる原動⼒。

将来の持続的発展の
ブレークスルー

国際競争⼒を確保し持続的発
展を実現させるためには、イノベー
ションを機軸とする必要。

グローバル経済社会での
プレゼンス向上の切り札

我が国の⼈的能⼒や技術⼒の⾼さ
は国⼒の源泉。

世界トップのイノベーション拠点として
世界を惹きつけ、所得や雇⽤を確保
する必要。

①経済の回復・再⽣から持続的成⻑の実現へ
⺠間主導の持続的経済成⻑を実現していくことが不可⽋。

②科学技術主導の経済成⻑へ
これまで中⼼だった⼯業技術の進歩・⽣産性向上をベースとした

「⼯業経済モデル」から、科学技術の知⾒をベースとする「サイエンス経
済モデル」へと変化。

③本格的なʻ知ʼの⼤競争時代へ
我が国の企業や産業のみならず、⼤学さらには

研究者個⼈も激しいグローバル競争の渦中に。

科学技術イノベーションを取り巻く最近の動きこの１年間の科学技術イノベーション政策運営
総合科学技術会議の司令塔機能の強化

科学技術イノベーションで拓く
⽇本の未来

―2030年に実現すべき我が国の姿－

＜政策⾯＞
基本計画、総合戦略を主柱と

する科学技術イノベーション政
策全体の体系化・重点化

総合戦略を基軸とする予算と
直結した年間PDCAサイクルの
確⽴

重要課題解決に向けた取組
 2⼤「国家重点プログラム」

SIP・ImPACTの推進
 イノベーション創出環境の改⾰

＜予算⾯＞
資源配分⽅針、アクショ

ンプラン等を通じた政策の
重点化・⼤括り化

科学技術イノベーション
予算戦略会議による関
係府省の連携・調整

＜法制度⾯＞
総合科学技術会議及び

事務局機能の強化

世界トップクラスの経済⼒を維持し持続的
発展が可能となる経済
国⺠が豊かさと安全・安⼼を実感できる
社会
世界と共⽣し⼈類の進歩に貢献する
経済社会


